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自律的無線ネットワークによる被災情報提供システム
~ 情報入力と情報交換のためのソフトウェア開発~
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あらま し 災害発生時の被災者支援活動の際に必嬰となる重要な情報として，被災地域住民の安否情報と被災
情報がある これらの情報を迅速かっ確実に提供するため，我々は無級ネットワークを利用した被災flT報提供シ
ステムを検討し，提案してきた今回，提案システムのうち" 被災者の安否情報入力"と"情報の自律的な交換"を行
う機能について機能要{牛を挙げ議論を行う また，今後ソフトウェアを開発していく上での課題をまとめる !
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Abatracむ Information of evacuee and damaged infrast1'uctures such as electricity， gas， and water lines are  
important fo1' the  relief activities in the distressed  area. Aim ing  at acquiring these kinds of information 
S lll，oothly and rapidly， w e  have been  developing the disaster inform ation service  system using wireless 
computer  networks. In this poster p 1'esentation， after summarizing the requirem ent fo1' the safety 
information of evacuee and the function of autOllom o us  data  exchange， w e  discuss  about the issues fo1' the 
1'ealization of this  system. 
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1 . はじめに
これまで，我々は災笹時に効果的に被災者支健活動を行う

方法について検討を行い，自律的無線ヰットワークを利用し
た被災情報提供システムの提案を行ってきた川間[311.1 提案シ
ステムの概要を以下に示す
提案システムのネットワークは，主に基幹ネ ットワーク(図
lの①) と避難所flaネットワーク( 図 1 の②) で榊成される
基幹ヰットワークは，耐震性のある建物に"あらかじめ" アン
テナを立てることで1111築される，強固なネットワークである
また，避難所開] ネットワークは災害発生後に"利用者が公
民館や公会堂などの遊綬所にアンテナを立てj バッテリ ーや
発動式発電機を起動して装位に電源を供給寸ることで情築さ
れる! 災害発生時の影響を受けないネ ットワークである
安否IW報を吉む被災情報は白避難所内のノートパンコンから
入力され，屋外に段位した無線端末装置に送信・帯積される
システムがこの情報を自体的に他避難所の無線端末装位と交
換 ・共有することで. 別々の避難所にいる家族などが互いの
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図 1 提案システムの概要

安否を砲1 m するこk ができる 避難所では，被災者を特定で
きる個人固有データや現在の状態を JC タグによって管理す
ることで，利用者にとって使利で情報弱者を作らない仕織と
なっている 避難所聞で交換 共有される敏災情報はj 同じ
ネットワークに接続L ている災害対策本部にも伝迭され， 彼
災情報を地理情報γステム (GJS) 上で統合的かっ観覚的に
早期l巴躍が実現できる また，災笹対策本部からマ九コミを
i困じて遠隔地へ向けた情報従供も行うことができる

図 2 は，提案システムを実現するための具体的な開発項目
を表している
グループ J (図 2 の①②③) 避難所間ネットワークを構築
L.， GIS 上に自動表示できるソフトウェアの開発を行うこと
で』災害対策本部がスムーズに状況把偲できるこ とを目指す
グループ I I (図 2 の@ ⑤) 避難所に設置する証線端末装

躍の実用化に向けた作業を行い. fU:源を供給するだけで，利
用可能な' " ステムとすることを目指す 被災者情報 JC タグ
を開発L . ，被災者の現状をより迅速に収集L . ，配信できる仕
組を組み入れることで，情報弱者を作らないことを目指す
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図 2 開発のロードマップ
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グループI l I ( 図1 2，Q ) @ ⑦)ム i無線端末装置m 被災者情報交
換ソフトウェアと，遊鑑所で利用寸るソフトウェアの開発を
行い，誰もが使いやすいユーザインターフェイスを備えるこ
とで，電子化された情報を迅速に収集できることを目指寸
?/ス子工ρ統奇{ 図 2，A>@ @ ) ;'住民を吉めた消防防災活

動訓練時に実在実験を行うことで，現場ニーズにより近付け
るシステムとすることを目指す
本稿では，上官Eの開発項目のうち被災者の安否情報入力

" と" 情報の自体的な交換" を行う機能{ グループ U I. 図 2 の
@ ⑦) について，機能要件や仕隙についての議飴を行う ま
た，今後ソフトウェアを開発していく上での町、閣をまとめる

2 情報入力 ・情報交換ソフトウェアの機能要件
本 Y フトウェアが満たすべき機能要件は以下の通りである

また. 災害発生から避難所が閉鎖されるまでのシステムのラ
イフサイクノレ( ライフサイクノレ内でのシステムの位[ 置付け)
を図 3 に. システム内での各機能嬰! < t - の役制を図 4 に示寸

( 1 ) 被災者情報の入力 更新・ 参照機能
(2) データの交換機能
(3) 大量データの管理機能
(4) 被災者情報の訂正機能
(5) データの破来機能

(1)は，避難所における被災者情報の入力 ・更新 ・参照を可能
にする機能である 被災者情報の入力端末は，初めて胤作す
る人にとっても分かりやすく，使いやすくする必' l i ! がある
具体的には』タッチパヰノレ端末と操作しやすいインターフェ
イスの導入による入力撤作の簡単化， 一人当たりの入力時mJ
の短縮化が必要とされる 情報の入力だけでなく 1 更新，閲
覧についても同様の"使いやすさ "が求められる
(2)はl 各避難所で入力された被災者情報を，避雌所nllで自

体的に交換する機能である 各避難所での被災者情報の保有
状況，ネットワークの接続状況など考慮し，効串的に被災者
情報を交換できることが求められる
(3)は』機能要件( 1 ) によって入力された大誌の被災者情純を

管理する機能である 図 3 のライフサイクルに模式的に示し
たように，避難所の開設以降. 避難所にj l ¥ まる被災者の数は
急激に地加することが予想される 避艇所に入場した被災者
に I C タグを配布することで，その後の所在の把極や伝言の
illf絡などを容易にする
(4)は， 主に対策本部側で使用する情報官T正の機能である

自治体の既存ンステムとのi車燐が可能な場合，自動または手
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図 4 機能嬰件の全体イメージ

動にて，被災者情報および被災情報を訂正できることが求め
られる
(5)は，避難所を閉鎖寸る際，避難者情報を安全に確実に破

棄する機能である 避難所で入力された被災者情報は，入力
端末および無線端末装置内に蓄積されるため，被災者情報が
必要なくなったと判断された場合には，速やかに破棄できる
必要がある

3 まとめ
本稿ではj 無線ヰシト ワークを利用した被災情報提供ゾス
テムの開発について，情報入力と情報交換を行う機能に焦点
を当て，機能袈件についてE世論した
今後，実際に Y フ トウェアをna発 L ていくに当たり課題と
なるのが，大量の被災者情報の入力の実現( 使いやすさの向
上) とその評価方法である 特に評価方法については使い
やすさ"を定量的に評価するこ とについて検討する
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